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橋梁用ブレーキダンパーに関するお問い合わせ

審査証明依頼者橋梁用ブレーキダンパーの履歴特性効果の確認実験

橋梁全体系の振動台実験を行い、ブレーキダンパー
の効果を検証しました。
ブレーキダンパーなしのモデルでは最大応答変位
145mmでRC橋脚のかぶりコンクリートが剥落しま
したが、ブレーキダンパーありのモデルでは最大応答
変位は60%低減した58mmでRC橋脚には軽微なひ
び割れが発生しただけでした。

橋梁用ブレーキダンパーの履歴は、ほぼ長方形であ
り、非常に高い減衰効果を示します。
速度依存性は有するものの、容易に扱える設計モデ
ルは、本技術審査証明において適切であることが認め
られました。温度依存性はほとんどありません。
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ブレーキ
ダンパー

応答変位：145mm
橋脚損傷：かぶりの剥落

応答変位：58mm (-60%)
橋脚損傷：軽微なひび割れ
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橋台～桁端間にブレーキダンパーを挿入

橋梁用ブレーキダンパーの概要橋梁用ブレーキダンパーの概要

橋梁用ブレーキダンパーは、地震の振動エ
ネルギーを摩擦熱に変換することにより振動
を小さくする装置で、橋梁の上部構造と下部構
造を接続するように用います。
ダンパーを用いて地震に抵抗する構造は

「制震構造」と呼ばれ、「耐震構造」や「免震構
造」に並ぶ地震対策の構造形式です。建築分野
において「制震構造」はすでに一般的であり、
橋梁においても、性能とコストを両立する構造
として取り入れられる機運にあります。

橋梁用ブレーキダンパーを用いた橋梁

橋梁用ブレーキダンパーの仕組み

橋梁用ブレーキダンパーの特長

　橋梁用ブレーキダンパーは、他のダンパーと
比較して以下のような特長を有しています。
・減衰容量やストロークの仕様は条件にあ
わせて変更可能です。
・高い減衰性能を有しています。
・大地震後も部品等の交換をする必要があ
りません。
・耐久性の高い材料で構成されています。
・シンプルな仕組みを汎用性の高い材料で
構築しているため、安価です。

上部構造に接続された鋼材Aと下部構造に
接続された鋼材Bが地震によって伸縮したとき
に、摩擦材と滑り材の間で摩擦すべりが発生し
ます。その結果、地震による運動エネルギーは
摩擦による熱エネルギーに変換され、橋梁の
振動を小さく抑えます。摩擦面は、皿バネを挟
んだ面圧ボルトにより適切に締め付けられてい
るため、安定した摩擦力が発揮されます。

橋梁用ブレーキダンパーの適用条件

１）橋梁用ブレーキダンパーは、ラーメン橋梁における桁端部と橋台間など、上部構造と下部構造を接続
するように用います。ブレーキダンパーにより接続される２点は、ブレーキダンパーがなければ地震時
に大きな相対変位を生じる２点でなければなりません。

２）橋梁用ブレーキダンパーは、巨大地震に対して十分なエネルギー吸収が行われるように、適切な減衰
力のものを選定しなければなりません。

３）橋梁用ブレーキダンパーを取り付ける下部構造は、十分な耐力を有していなければなりません。
４）橋梁用ブレーキダンパーの取付部は、減衰力を確実に伝達できる構造でなければなりません。

ブレーキダンパーの適用例

1000kN,±400mmの仕様
減衰容量 ：1000kN
ストローク：±400mm
全 長 ：3630±400mm
重 量 ：約1.1t
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試設計対象橋脚
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橋軸直角方向 

橋軸方向 
 軸方向鉄筋 ：D38×80 本 
 横拘束筋 ：D16@150×10 本 
橋軸直角方向 
 軸方向鉄筋 ：D32×11 本 
 横拘束筋 ：D16@150×5 本 

橋軸方向 
 軸方向鉄筋 ：D32×39 本 
 横拘束筋 ：D16@150×8 本 
橋軸直角方向 
 軸方向鉄筋 ：D25×19 本 
 横拘束筋 ：D16@150×5 本 

ブレーキダンパー橋梁 
の橋脚断面 

通常橋梁の橋脚断面 

橋
軸

方
向

 

L2地震時応答変位 ：251mm L2地震時応答変位 ：174mm 

166.8mの3径間ラーメン橋梁に対し
て、ダンパーを設置しない場合（通常橋梁）
とブレーキダンパーを設置した場合（ブレ
ーキダンパー橋梁）の試設計を行いました。
その結果、橋脚断面積を約20%、軸方

向鉄筋を約60%、せん断補強鉄筋を約
20%削減でき、約10%のコスト低減が可
能であることが分かりました。また、ブレー
キダンパー橋梁は、橋脚断面が小さいに
もかかわらず、巨大地震時の揺れ変形が
約30%低減します。
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